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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の日車によって日付を表示するカレンダ機構付き時計において、
　カレンダ機構付き時計を駆動するための駆動機構と、
　前記駆動機構の作動により回転して時刻情報を表示する時刻表示車（３２４、３２８）
と、
　日付のうちの一の位の一部を表示する第一日車（５１２）と、
　日付のうちの一の位の他の一部を表示する第二日車（５２２）と、
　日付のうちの十の位を表示する第三日車（５３２）と、
　前記駆動機構の作動に基づいて、前記第一日車（５１２）、前記第二日車（５２２）、
前記第三日車（５３２）を、それぞれ間欠的に回転させることができるように構成された
プログラム歯車（５４０）とを備え、
　外周部が互いに近接して位置決めされた、前記第一日車（５１２）に設けられた第一日
文字のうちの１つと、前記第三日車（５３２）に設けられた第三日文字のうちの１つとに
よって、日に関する情報を表示することができ、また、外周部が互いに近接して位置決め
された、前記第二日車（５２２）に設けられた第二日文字のうちの１つと、前記第三日車
（５３２）に設けられた第三日文字のうちの１つとによって、日に関する情報を表示する
ことができるように構成される、
ことを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項２】
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　請求項１に記載のカレンダ機構付き時計において、前記第一日車（５１２）の回転中心
軸線は、前記第二日車（５２２）の回転中心軸線と一致するように構成されることを特徴
とするカレンダ機構付き時計。
【請求項３】
　請求項１に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム歯車（５４０）の回
転中心軸線は、前記時刻表示車（３２４、３２８）の回転中心軸線と一致するように構成
されることを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項４】
　請求項１に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム歯車（５４０）は、
前記駆動機構の作動に基づいて回転するように構成されたプログラム日車（５４２）と、
前記プログラム日車（５４２）と一体に回転することができ、かつ前記第一日車（５１２
）を間欠的に回転させることができるように構成された第一プログラム歯車（５４４）と
、前記プログラム日車（５４２）と一体に回転することができ、かつ前記第二日車（５２
２）を間欠的に回転させることができるように構成された第二プログラム歯車（５４６）
と、前記プログラム日車（５４２）と一体に回転することができ、かつ前記第三日車（５
３２）を間欠的に回転させることができるように構成された第三プログラム歯車（５４８
）とを含むことを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項５】
　請求項４に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム日車（５４２）は、
前記駆動機構の作動を受け入れるための３１個の歯部を有し、前記第一プログラム歯車（
５４４）は、前記第一日車（５１２）を回転させるための１８個の歯部を有し、前記第二
プログラム歯車（５４６）は、前記第二日車（５２２）を回転させるための１８個の歯部
を有し、前記第三プログラム歯車（５４８）は、前記第三日車（５３２）を回転させるた
めの４個の歯部を有し、前記第一日車（５１２）は、「０」、「１」、「２」、「３」、
「４」の順序で周方向に配列された５個の数字を含む第一日文字表示面（５１２ｆ）を有
し、前記第二日車（５２２）は、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」の順序で周方
向に配列された５個の数字を含む第二日文字表示面（５２２ｆ）を有し、前記第三日車（
５３２）は、「０」、「１」、「２」、「３」の順序で周方向に配列された４個の数字、
又は、「１」、「２」、「３」の順序で周方向に配列された３個の数字を含む第三日文字
表示面（５３２ｆ）を有することを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項６】
　請求項４に記載のカレンダ機構付き時計において、前記駆動機構の作動に基づいて回転
するように構成され、かつ、前記プログラム歯車（５４０）と重なるように配置された日
回し中間車（５３０、５３１）と、前記日回し中間車（５３０、５３１）の回転に基づい
て回転するように構成された日回し車（５１０）と、前記日回し車（５１０）の回転に基
づいて回転するように構成された日回しつめ（５１１）とを備え、前記プログラム日車（
５４２）は、前記日回しつめ（５１１）の回転に基づいて回転するように構成されること
を特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項７】
　請求項１に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム日車（５４２）の回
転を規正するためのプログラム日車ジャンパ（５３４）と、前記第一日車（５１２）の回
転を規正するための第一日車ジャンパ（５１４）と、前記第二日車（５２２）の回転を規
正するための第二日車ジャンパ（５２４）と、前記第三日車（５３２）の回転を規正する
ための第三日車ジャンパ（５３３）とを備えることを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項８】
　請求項１に記載のカレンダ機構付き時計において、カレンダ修正ができる巻真位置に巻
真（３１０）を引き出した状態において、前記巻真（３１０）を回転させることにより前
記第一日車（５１２）の表示内容、前記第二日車（５２２）の表示内容、前記第三日車（
５３２）の表示内容を修正することができるカレンダ修正機構を備え、前記カレンダ修正
機構はカレンダ修正車（５９２）を含み、カレンダ修正ができる巻真位置に巻真（３１０
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）を引き出した状態において、前記巻真（３１０）の回転に基づいて前記カレンダ修正車
（５９２）が回転することにより前記プログラム車（５４０）を回転させることができる
ように構成されることを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項９】
　請求項４に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム日車（５４２）は、
前記駆動機構の作動を受け入れるための歯部を有し、前記第一プログラム歯車（５４４）
は、前記第一日車（５１２）を回転させるための歯部を有し、前記第二プログラム歯車（
５４６）は、前記第二日車（５２２）を回転させるための歯部を有し、前記第三プログラ
ム歯車（５４８）は、前記第三日車（５３２）を回転させるための歯部を有し、前記第一
日車（５１２）は、「０」、「１」、「２」、「３」、「４」、「５」、「６」、「７」
、「８」、「９」、の数字を周方向に配列された１個若しくは連続する２個以上８個以下
の数字と前記第二日車の数字を表示する切り欠き部（５１２Ｋ）を含む第一日文字表示面
（５１２ｆ）を有し、前記第二日車（５２２）は、「０」、「１」、「２」、「３」、「
４」、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」、の数字のうちの前記第一日車（５１２
）に配列された以外の連続する全ての数字を周方向に配列された第二日文字表示面（５２
２ｆ）を有し、前記第三日車（５３２）は、「０」、「１」、「２」、「３」の順序で周
方向に配列された数字、又は、「１」、「２」、「３」の順序で周方向に配列された数字
を含む第三日文字表示面（５３２ｆ）を有することを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【請求項１０】
　請求項９に記載のカレンダ機構付き時計において、前記プログラム日車（５４２）は、
前記駆動機構の作動を受け入れるための３１×ｎ（ｎは１以上の自然数）個の歯部を有し
、前記第三日車（５３２）は前記第一日車もしくは、前記第二日車の歯数と同数以下の歯
数の歯車を有することを特徴とするカレンダ機構付き時計。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の日車によって日付を表示するカレンダ機構付き時計に関する。さらに
詳細には、本発明は、日付のうちの一の位を表示する第一日車および第二日車と、日付の
うちの十の位を表示する第三日車とを含むカレンダ機構付きのアナログ時計に関する。
【背景技術】
【０００２】
（１）用語の説明：
　一般に、時計の駆動部分を含む機械体を「ムーブメント」と称する。ムーブメントに文
字板、針を取り付けて、時計ケースの中に入れて完成品にした状態を時計の「コンプリー
ト」と称する。時計の基板を構成する地板の両側のうちで、時計ケースのガラスのある方
の側、すなわち、文字板のある方の側をムーブメントの「裏側」又は「ガラス側」又は「
文字板側」と称する。地板の両側のうちで、時計ケースの裏蓋のある方の側、すなわち、
文字板と反対の側をムーブメントの「表側」又は「裏蓋側」と称する。ムーブメントの「
表側」に組み込まれる輪列を「表輪列」と称する。ムーブメントの「裏側」に組み込まれ
る輪列を「裏輪列」と称する。一般に、「１２時側」とは、アナログ式時計において、文
字板の１２時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「１２時方向」とは、アナ
ログ式時計において、指針の回転中心から「１２時側」に向かう方向を示す。また、「３
時側」とは、アナログ式時計において、文字板の３時に対応する目盛が配置されている方
の側を示す。「３時方向」とは、アナログ式時計において、指針の回転中心から「３時側
」に向かう方向を示す。また、「６時側」とは、アナログ式時計において、文字板の６時
に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「６時方向」とは、アナログ式時計にお
いて、指針の回転中心から「６時側」に向かう方向を示す。また、「９時側」とは、アナ
ログ式時計において、文字板の９時に対応する目盛が配置されている方の側を示す。「９
時方向」とは、アナログ式時計において、指針の回転中心から「９時側」に向かう方向を
示す。さらに、「２時方向」、「２時側」のように、その他の文字板の目盛が配置されて
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いる方の側を示すことがある。
【０００３】
（２）従来のカレンダ機構付き時計：
　以下に、日付のうちの一の位を表示する第一日車と、日付のうちの十の位を表示する第
二日車とを含む従来のカレンダ機構付き時計の構成について説明する。
（２・１）従来の第一タイプのカレンダ機構付き時計：
　図２６を参照すると、従来の第一タイプのカレンダ機構付き時計は、少なくとも部分的
に重なり合っている２つの日車８２２、８２４を備える。第一日車８２２は１の位の日付
表示を提供し、第二日車８２４は１０の位の日付表示を提供する。第一日車８２２には、
円周方向に「０」、「１」から「９」の数字、すなわち１０個の数字が設けられている。
第二日車８２４には、円周方向に２組の「０」から「３」の数字、すなわち８個の数字が
設けられている。駆動機構は、筒車８１６の回転により２４時間につき１周する２４時間
車８２０と、２４時間車８２０の回転により作動する作動レバー８４４と、他の制御用歯
車などを含む。作動レバー８４４の作動によってプログラム車８５０が回転し、第一日車
駆動車８５２が第一日車８２２を回転させ、第二日車駆動車８５４が第二日車８２４を回
転させる。第一日車８２２の回転は、第一日車ジャンパ８６２によって規正される。第二
日車８２４の回転は、第二日車ジャンパ８６４によって規正される（例えば、特許文献１
参照）。
【０００４】
（２・２）従来の第二タイプのカレンダ機構付き時計：
　図２７を参照すると、従来の第二タイプのカレンダ機構付き時計は、日付の１の位を表
示する１の位円盤９３２と、日付の１０の位を表示する１０の位円盤９３１とを備える。
１の位ピニオン９３３が１の位円盤９３２に固定されている。１の位ジャンパ９３６が１
の位ピニオン９３３の角度位置を維持する。１０の位ピニオン９３４が１０の位円盤９３
１に固定されている。１０の位ジャンパ９４０が１０の位ピニオン９３４の角度位置を維
持する。１の位ピニオン９３３は、日にち歯車９０８の歯列の上半分と噛み合う。１の位
円盤９３２には、円周方向に「０」、「１」から「９」の数字、すなわち１０個の数字が
設けられている。１０の位円盤９３１には、円周方向に２組の「０」から「３」の数字と
、２つの「０」、すなわち１０個の数字が設けられている。駆動装置９０６のそれぞれの
鉤は日にち歯車９０８の歯列と噛み合い、それによって日にち歯車９０８の歯を一日に１
ピッチだけ前進させる。１０の位ピニオン９３４は中間可動部品９３７によって１ピッチ
ずつ駆動される。中間可動部品９３７は、遊び歯車９３８を介して日にち歯車９０８によ
って１ピッチずつ駆動される（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
（３）特許文献のリスト：
【特許文献１】欧州特許出願公開第１０７０９９６　Ａ１号公報
【特許文献２】特開２０００－１４７１４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の第一タイプのカレンダ機構付き時計では、第一日車８２２と第二日車８２４を駆
動する駆動機構は、２４時間車８２０と、作動レバー８４４と、他の制御用歯車などを含
むので、駆動機構の構造が複雑であり、駆動機構が占有する面積が大きいという課題があ
った。また、従来の第二タイプのカレンダ機構付き時計では、１０の位ピニオン９３４は
中間可動部品９３７と遊び歯車９３８を介して日にち歯車９０８によって駆動されるので
、１０の位円盤９３１を駆動するための駆動機構が複雑であり、駆動機構が占有する面積
が大きいという課題があった。さらに、従来のカレンダ機構付き時計は駆動機構が複雑で
あり、駆動機構の回転負荷が大きいという課題があった。従来のカレンダ機構付き時計は
、日車の円周方向に１０個の日を示す数字が設けられているので、日を示す数字の大きさ
を大きくするのが困難であった。
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【０００７】
　本発明の目的は、カレンダ機構付き時計において、日付の１の位を表示する２つの日車
と、日付の１０の位を表示する１つの日車とからなる３つの日車を含むように構成し、こ
れらの３つの日車を駆動する駆動機構を簡単な構造で、コンパクトな機構となるように構
成することにある。また、本発明の他の目的は、大きくて見やすい日文字を有する日車を
備えたカレンダ機構付き時計を提供することにある。また、本発明の他の目的は、駆動機
構の回転負荷が小さいカレンダ機構付き時計を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、複数の日車によって日付を表示するカレンダ機構付き時計において、カレン
ダ機構付き時計を駆動するための駆動機構と、駆動機構の作動により回転して時刻情報を
表示する時刻表示車と、日付のうちの一の位の一部を表示する第一日車と、日付のうちの
一の位の他の一部を表示する第二日車と、日付のうちの十の位を表示する第三日車と、駆
動機構の作動に基づいて、第一日車、第二日車、第三日車を、それぞれ間欠的に回転させ
ることができるように構成されたプログラム歯車とを備えるように構成される。このカレ
ンダ機構付き時計では、外周部が互いに近接して位置決めされた、第一日車に設けられた
第一日文字のうちの１つと、第三日車に設けられた第三日文字のうちの１つとによって、
日に関する情報を表示することができ、また、外周部が互いに近接して位置決めされた、
第二日車に設けられた第二日文字のうちの１つと、第三日車に設けられた第三日文字のう
ちの１つとによって、日に関する情報を表示することができるように構成される。このカ
レンダ機構付き時計では、第一日車の回転中心軸線は、第二日車の回転中心軸線と一致す
るように構成されるのがよい。この構成により、第一日車、第二日車、第三日車を駆動す
る駆動機構が簡単かつコンパクトに構成されたカレンダ機構付き時計を実現することがで
きる。また、この構成により、大きくて見やすい日文字を有する日車を備えたカレンダ機
構付き時計を実現することができる。
【０００９】
　本発明のカレンダ機構付き時計では、プログラム歯車の回転中心軸線は、時刻表示車の
回転中心軸線と一致するように構成されるのが好ましい。また、本発明のカレンダ機構付
き時計では、プログラム歯車は、駆動機構の作動に基づいて回転するように構成されたプ
ログラム日車と、プログラム日車と一体に回転することができ、かつ第一日車を間欠的に
回転させることができるように構成された第一プログラム歯車と、プログラム日車と一体
に回転することができ、かつ第二日車を間欠的に回転させることができるように構成され
た第二プログラム歯車と、プログラム日車と一体に回転することができ、かつ第三日車を
間欠的に回転させることができるように構成された第三プログラム歯車とを含むのがよい
。この構成により、コンパクトに構成されたカレンダ機構付き時計を実現することができ
る。
【００１０】
　本発明のカレンダ機構付き時計では、プログラム日車は、駆動機構の作動を受け入れる
ための３１個の歯部を有し、第一プログラム歯車は、前記第一日車を回転させるための１
８個の歯部を有し、第二プログラム歯車は、第二日車を回転させるための１８個の歯部を
有し、第三プログラム歯車は、第三日車を回転させるための４個の歯部を有し、第一日車
は、「０」、「１」、「２」、「３」、「４」の順序で周方向に配列された５個の数字を
含む第一日文字表示面を有し、第二日車は、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」の
順序で周方向に配列された５個の数字を含む第二日文字表示面を有し、第三日車は、「０
」、「１」、「２」、「３」の順序で周方向に配列された４個の数字、又は、「１」、「
２」、「３」の順序で周方向に配列された３個の数字を含む第三日文字表示面を有するよ
うに構成することができる。従来の円周方向に１０個の数字が設けられている構造と異な
り、本発明の構成は、日車の日を示す数字の大きさを従来よりも大きくすることができる
。したがって、本発明により、カレンダ表示が大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を
実現することができる。
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【００１１】
　本発明のカレンダ機構付き時計では、駆動機構の作動に基づいて回転するように構成さ
れ、かつ、プログラム歯車と重なるように配置された日回し中間車と、日回し中間車の回
転に基づいて回転するように構成された日回し車と、日回し車の回転に基づいて回転する
ように構成された日回しつめとを備え、プログラム日車は日回しつめの回転に基づいて回
転するように構成されるのが好ましい。この構成により、コンパクトに構成されたカレン
ダ機構付き時計を実現することができる。
【００１２】
　本発明のカレンダ機構付き時計では、プログラム日車の回転を規正するためのプログラ
ム日車ジャンパと、第一日車の回転を規正するための第一日車ジャンパと、第二日車の回
転を規正するための第二日車ジャンパと、第三日車の回転を規正するための第三日車ジャ
ンパとを備えるのが好ましい。この構成により、プログラム日車、第一日車、第二日車、
第三日車の回転を同時に確実に規正することができる。
【００１３】
　本発明のカレンダ機構付き時計では、カレンダ修正ができる巻真位置に巻真を引き出し
た状態において、巻真を回転させることにより第一日車の表示内容、第二日車の表示内容
、第三日車の表示内容を修正することができるカレンダ修正機構を備え、前記カレンダ修
正機構はカレンダ修正車を含み、カレンダ修正ができる巻真位置に巻真を引き出した状態
において、巻真の回転に基づいてカレンダ修正車が回転することによりプログラム車を回
転させることができるように構成することができる。本発明のカレンダ機構付き時計では
、カレンダ機構を構成する輪列をコンパクトで少ない部品数で構成することができるので
、駆動機構の回転負荷が小さくすることができる。
　本発明のカレンダ機構付き時計では、プログラム日車は、駆動機構の作動を受け入れる
ための歯部を有し、第一プログラム歯車は、第一日車を回転させるための歯部を有し、第
二プログラム歯車は、第二日車を回転させるための歯部を有し、第三プログラム歯車は、
第三日車を回転させるための歯部を有し、第一日車は、「０」、「１」、「２」、「３」
、「４」、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」、の数字を周方向に配列された１個
若しくは連続する２個以上８個以下の数字と第二日車の数字を表示する切り欠き部を含む
第一日文字表示面を有し、第二日車は、「０」、「１」、「２」、「３」、「４」、「５
」、「６」、「７」、「８」、「９」、の数字のうちの第一日車に配列された以外の連続
する全ての数字を周方向に配列された第二日文字表示面を有し、第三日車は、「０」、「
１」、「２」、「３」の順序で周方向に配列された数字、又は、「１」、「２」、「３」
の順序で周方向に配列された数字を含む第三日文字表示面を有するよう構成することが出
来る。
　ここで連続する数字とは、「１」「２」・・「９」で、「９」の次は「０」、「０」の
次は「１」とし、「１」からは、「２」・・「９」と続くことを意味する。例えば「８」
から始まった５つの数字なら「８」、「９」、「０」、「１」、「２」、の途中に「０」
を含む数字となる。
　またプログラム日車は、駆動機構の作動を受け入れるための３１×ｎ（ｎは１以上の自
然数）個の歯部を有し、第三日車は第一日車もしくは、第二日車の歯数と同数以下の歯数
の歯車を有するように構成することが出来る。本発明の構成は、日車の日を示す数字の大
きさを従来よりも大きくすることができる。したがって、本発明により、カレンダ表示が
大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を実現することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明のカレンダ機構付き時計は、３つの日車を駆動する駆動機構が簡単であり、駆動
機構が占有する面積は小さい。したがって、本発明のカレンダ機構付き時計は、コンパク
トな構成により、簡便に日付表示の視認性を向上させることができる。また、本発明のカ
レンダ機構付き時計は、２段に配置した第一日車と第二日車によって日表示の１の位の表
示を行う構造を備えているので、大きな日表示を実現することができる。また、本発明の
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カレンダ機構付き時計は、駆動機構の回転負荷が小さくなるように構成することができる
。また、本発明のカレンダ機構付き時計は、月末の日修正を行う頻度は、１年間に５回に
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、本発明のカレンダ機構付き時計の実施の形態を図面に基づいて説明する。
（１）本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施の形態の構造：
　最初に、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施の形態について説明する。本発明
のカレンダ機構付き時計の第１の実施の形態は、カレンダ機構付き時計を自動巻機構付き
の機械式時計で構成した実施形態である。
（１・１）ムーブメントの表側の構造：
　以下に、ムーブメントの表側（地板の文字板と反対にある方の側）の概略構造を説明す
る。図３～図６を参照すると、本発明のカレンダ機構付き時計において、ムーブメント１
００は、ムーブメント１００の基板を構成する地板１０２を有する。巻真３１０が、地板
１０２の巻真案内穴に回転可能に組み込まれる。文字板１０４（図３、図４に仮想線で示
す）がムーブメント１００に取付けられる。図５および図６を参照すると、てんぷ３４０
、がんぎ車３３０、アンクル３４２を含む脱進・調速装置と、四番車３２８、三番車３２
６、二番車３２５、香箱車３２０を含む表輪列は、ムーブメント１００の「表側」に配置
される。おしどり、かんぬき、かんぬきばね、かんぬき押さえを含む切換装置は、ムーブ
メント１００の「裏側」に配置される。さらに、香箱車３２０の上軸部、二番車３２５の
上軸部を回転可能なように支持する香箱受３６０と、三番車３２６の上軸部、四番車３２
８の上軸部、がんぎ車３３０の上軸部を回転可能なように支持する輪列受３６２と、アン
クル３４２の上軸部を回転可能なように支持するアンクル受３６４と、てんぷ３４０の上
軸部を回転可能なように支持するてんぷ受３６６とが、ムーブメント１００の「表側」に
配置される。
【００１６】
（１・２）自動巻機構：
　次に、自動巻機構の構造を説明する。図３～図６を参照すると、自動巻機構は回転錘２
１０と、回転錘２１０の回転に基づいて回転する一番仲介車２１２と、一番仲介車２１２
の回転に基づいて回転する二番仲介車２１６と、一番仲介車２１２および二番仲介車２１
６の回転に基づいて１方向に回転する切換伝え車２２０と、切換伝え車２２０の回転に基
づいて回転する一番伝え車２５０と、一番伝え車２５０の回転に基づいて回転する二番伝
え車２５２と、二番伝え車２５２の回転に基づいて回転する三番伝え車２５４とを備える
。回転錘２１０は、輪列受３６２に固定された内輪２１０ａと、複数のボール２１０ｂと
、外輪２１０ｃと、外輪２１０ｃと一体に設けられた回転錘かな２１０ｄと、外輪２１０
ｃに固定された回転錘体２１０ｅと、回転錘体２１０ｅに固定された回転重錘２１０ｆと
を含む。外輪２１０ｃはボール２１０ｂを介して内輪２１０ａに対して回転可能なように
構成される。一番仲介車２１２は一番仲介歯車と、一番仲介かなとを含む。一番仲介車２
１２は地板１０２に設けられた一番仲介車ピンに対して回転可能に設けられる。回転錘か
な２１０ｄは一番仲介歯車と噛み合うように構成される。二番仲介車２１６は二番仲介歯
車を含む。二番仲介歯車は一番仲介かなと噛み合うように構成される。二番仲介車２１６
の上軸部、切換伝え車２２０の上軸部は、輪列受３６２に対して回転可能に設けられる。
二番仲介車２１６の下軸部、切換伝え車２２０の下軸部は、地板１０２に対して回転可能
に設けられる。
【００１７】
　一番伝え車２５０は一番伝え歯車と、一番伝えかなとを含む。二番伝え車２５２は二番
伝え歯車を含む。一番伝えかなは二番伝え歯車と噛み合うように構成される。三番伝え車
２５４は三番伝え歯車と、三番伝えかなとを含む。二番伝え歯車は一番伝えかなおよび三
番伝え歯車と噛み合うように構成される。一番伝え車２５０の上軸部、二番伝え車２５２
の上軸部は、自動巻輪列受（伝え受）２７０に対して回転可能に設けられる。一番伝え車
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２５０の下軸部、二番伝え車２５２の下軸部は、香箱受３６０に対して回転可能に設けら
れる。三番伝え車２５４は香箱受３６０に設けられた三番伝え車ピンに対して回転可能に
設けられる。三番伝えかなは角穴車３１６と噛み合うように構成される。切換伝え車２２
０は、切換伝えかなを含む。この自動巻機構においては、回転錘２１０が回転する方向に
かかわらず、切換伝えかなの回転方向は一定であるので、切換伝えかなの回転に基づいて
、一番伝え車２５０、二番伝え車２５２、三番伝え車２５４の回転を介して角穴車３１６
を一方向にのみ回転させることができる。角穴車３１６が回転することにより、香箱車３
２０内のぜんまいを一方向にのみ巻き上げることができる。
【００１８】
（１・３）脱進・調速装置および表輪列：
　次に、脱進・調速装置および表輪列の構造を説明する。後述する切換装置により、巻真
３１０の軸線方向の位置を決める。巻真３１０が、回転軸線方向に沿ってムーブメント１
００の内側に一番近い方の第１の巻真位置（０段目）にある状態で巻真３１０を回転させ
ると、つづみ車３１１の回転を介してきち車３１２が回転する（図２参照）。丸穴車３１
３が、きち車３１２の回転により回転するように構成される。丸穴伝え車３１４が、丸穴
車３１３の回転により回転するように構成される。揺動丸穴車３１５が、丸穴伝え車３１
４の回転により回転するように構成される。角穴車３１６が、揺動丸穴車３１５の回転に
より回転する。香箱車３２０は、香箱歯車３２０ｄと、香箱真と、ぜんまいとを備える。
角穴車３１６が回転することにより、香箱車３２０に収容されたぜんまいを巻き上げるよ
うに構成される。
【００１９】
　二番車３２５が、香箱車３２０の回転により回転するように構成される。二番車３２５
は二番歯車３２５ａと、二番かなとを含む。香箱歯車３２０ｄは二番かなと噛み合うよう
に構成される。三番車３２６が二番車３２５の回転により回転するように構成される。三
番車３２６は三番歯車と、三番かなとを含む。四番車３２８が、三番車３２６の回転によ
り１分間に１回転するように構成される。四番車３２８は四番歯車と、四番かなとを含む
。三番歯車は四番かなと噛み合うように構成される。四番車３２８の回転により、がんぎ
車３３０は、アンクル３４２に制御されながら回転するように構成される。がんぎ車３３
０は、がんぎ歯車と、がんぎかなとを含む。四番歯車は、がんぎかなと噛み合うように構
成される。香箱車３２０、二番車３２５、三番車３２６、四番車３２８は表輪列を構成す
る。表輪列の回転を制御するための脱進・調速装置は、てんぷ３４０と、がんぎ車３３０
と、アンクル３４２とを含む。すなわち、がんぎ車３３０は、アンクル３４２、てんぷ３
４０は脱進・調速装置を構成する。てんぷ３４０は、てん真と、てん輪３４０ｂと、ひげ
ぜんまい３４０ｃとを含む。ひげぜんまい３４０ｃは、複数の巻き数をもったうずまき状
（螺旋状）の形態の薄板ばねである。てんぷ３４０は、地板１０２及びてんぷ受３６６に
対して回転可能なように支持される。
【００２０】
　香箱車３２０、二番車３２５は、地板１０２及び香箱受３６０に対して回転可能なよう
に支持される。すなわち、香箱車３２０の上軸部は、香箱受３６０に対して回転可能に支
持され、二番車３２５の上軸部、がんぎ車３３０の上軸部は、輪列受３６２に対して回転
可能なように支持される。また、香箱車３２０の下軸部、二番車３２５の下軸部は、地板
１０２に対して、回転可能に支持される。三番車３２６、四番車３２８、がんぎ車３３０
は、地板１０２及び輪列受３６２に対して回転可能なように支持される。すなわち、三番
車３２６の上軸部、四番車３２８の上軸部、がんぎ車３３０の上軸部は、輪列受３６２に
対して回転可能なように支持される。三番車３２６の下軸部、がんぎ車３３０の下軸部は
、地板１０２に対して、回転可能に支持される。四番車３２８の下軸部は、地板１０２に
固定された中心パイプ１０２ｊの中心穴の中に回転可能に支持される。アンクル３４２は
、地板１０２及びアンクル受３６４に対して回転可能なように支持される。アンクル３４
２の上軸部は、アンクル受３６４に対して回転可能なように支持される。アンクル３４２
の下軸部は、地板１０２に対して、回転可能に支持される。二番車３２５の回転により、
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三番車３２６の回転を介して、四番車３２８は１分間に１回転する。四番車３２８に取付
けられた秒針３５８が「秒」を表示する。
【００２１】
（１・４）切換機構、裏輪列、針合わせ機構：
　以下に、切換機構、針合わせ機構の構成について説明する。図２および図３を参照する
と、おしどり３７０、かんぬき３７１、かんぬき押さえ３７２を含む切換装置が、ムーブ
メント１００の「裏側」に配置される。切換装置は、ムーブメント１００の「表側」に配
置することもできる。つづみ車３１１が巻真３１０の回転軸線と同一の回転軸線を有する
ように配置される。巻真３１０が０段目、１段目、２段目にあるとき、巻真３１０の回転
に基づいて、つづみ車３１１は回転するように構成される。小鉄車３７６は小鉄車作動レ
バー３７４に対して回転可能なように配置される。
【００２２】
　図２～図４を参照すると、第二地板１０８が地板１０２の文字板１０４のある側に配置
される。分車３２４は、分歯車３２４ａと筒かな３２４ｂとを含む。分歯車３２４ａは三
番かなと噛み合うように構成される。分歯車３２４ａと筒かな３２４ｂは一体になって回
転するように構成される。分歯車３２４ａは、地板１０２と第二地板１０８との間に配置
される。筒かな３２４ｂと分歯車３２４ａには、筒かな３２４ｂが分歯車３２４ａに対し
てスリップできるように構成されたスリップ機構が設けられる。三番車３２６の回転によ
り分車３２４の回転を介して、日の裏車３４８が回転するように構成される。日の裏車３
４８は日の裏歯車３４８ａと、日の裏かな３４８ｂとを含む。日の裏車３４８は、地板１
０２と第二地板１０８との間に配置される。筒かな３２４ｂは日の裏歯車３４８ａと噛み
合うように構成される。筒車３５４が日の裏かな３４８ｂと噛み合うように構成される。
筒車３５４の歯車部は、地板１０２と第二地板１０８との間に配置される。
【００２３】
　日の裏車３４８の回転により、筒車３５４は１２時間に１回転するように構成される。
分車３２４、日の裏車３４８、筒車３５４は、裏輪列を構成する。香箱車３２０の回転に
より、二番車３２５、三番車３２６の回転を介して、分車３２４は１時間に１回転する。
分車３２４の筒かな３２４ｂに取付けられた分針３５２が「分」を表示する。分車３２４
の回転に基づいて、日の裏車３４８の回転を介して、筒車３５４は１２時間に１回転する
。筒車３５４に取付けられた時針３５６が「時」を表示する。巻真３１０を２段目に引き
出すと、小鉄車作動レバー３７４が回転して、第３の巻真位置（２段目）にある状態で、
巻真３１０を回転させると、つづみ車３１１、小鉄車３７６の回転を介して、日の裏車３
４８を回転させることができる。巻真３１０が２段目にある状態で、日の裏車３４８を回
転させると、筒かな３２４ｂおよび筒車３５４を回転させることができるので、時計の時
刻を修正することができる。この状態では、筒かな３２４ｂおよび分歯車３２４ａに設け
られたスリップ機構によりは、筒かな３２４ｂは分歯車３２４ａに対してスリップするこ
とができる。
【００２４】
（１・５）日車送り機構の構成：
　以下に、日車送り機構の構成について説明する。図１～図４を参照すると、日送り機構
は、第一日回し中間車５３０と、第二日回し中間車５３１と、日回し車５１０と、日回し
つめ５１１と、プログラム車５４０と、プログラム日車ジャンパ５３４とを含む。第一日
回し中間車５３０は地板１０２に設けられた第一日回し中間車ピンに対して回転可能に組
み込まれる。第二日回し中間車５３１は地板１０２に設けられた第二日回し中間車ピンに
対して回転可能に組み込まれる。日回し車５１０および日回しつめ５１１は、地板１０２
に設けられたピンに対して回転可能に組み込まれる。筒車３５４の歯車部は、第一日回し
中間車５３０の歯車部と噛み合う。第一日回し中間車５３０の歯車部は、第二日回し中間
車５３１の歯車部と噛み合う。第二日回し中間車５３１のかな部は、日回し歯車５１０ｃ
の歯車部と噛み合う。筒車３５４が回転することにより、第一日回し中間車５３０、第二
日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が２４時間で１回転するように構成さ
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れる。日回しつめ５１１は、日回し車５１０の回転に基づいて回転するように構成される
。第一日回し中間車５３０および第二日回し中間車５３１は、地板１０２と第二地板１０
８との間に配置される。日回し車５１０は、地板１０２と第二地板１０８との間に配置さ
れる。日回し車５１０の回転中心は、文字板の「７時方向」と「８時方向」との間に配置
されるのが好ましい。
【００２５】
　図１～図４および図９を参照すると、プログラム車５４０の中心穴５４０ｈは、第二地
板１０８に設けられたプログラム歯車案内軸部１０８ｂの外周に対して回転可能に組み込
まれる。プログラム歯車押え５３６が第二地板１０８の文字板１０４のある側に配置され
る。プログラム車５４０は、第二地板１０８とプログラム歯車押え５３６との間に配置さ
れる。時刻表示車を構成する筒車３５４、分車３２４が回転可能な状態で、時刻表示車を
構成する筒車３５４、分車３２４の回転中心軸線は、プログラム車５４０の中心穴５４０
ｈの内側に位置するように構成される。時刻表示車を構成する筒車３５４、分車３２４の
回転中心軸線は、プログラム車５４０の回転中心軸線と一致するように構成されるのが好
ましい。この構成により、カレンダ機構付き時計において、第一日車５１２、第二日車５
２２、第三日車５３２を駆動する駆動機構が占有する面積を小さくすることができる。
【００２６】
　図１～図４および図９～図１１を参照すると、プログラム車５４０は、日回しつめ５１
１の回転によって回転するように構成されたプログラム日車５４２と、プログラム日車５
４２と一体に回転することができ、かつ第一日車５１２を間欠的に回転させることができ
るように構成された第一プログラム歯車５４４と、プログラム日車５４２と一体に回転す
ることができ、かつ第二日車５２２を間欠的に回転させることができるように構成された
第二プログラム歯車５４６と、プログラム日車５４２と一体に回転することができ、かつ
第三日車５３２を間欠的に回転させることができるように構成された第三プログラム歯車
５４８とを含む。プログラム日車５４２と、第一プログラム歯車５４４と、第二プログラ
ム歯車５４６と、第三プログラム歯車５４８とは、それぞれの中心軸線が同じ位置にある
ように積層構造で構成することができる。
【００２７】
　プログラム日車５４２は、地板１０２に一番近い方の側に配置される。第三プログラム
歯車５４８は、プログラム日車５４２の次に地板１０２に近い方の側に配置される。第一
プログラム歯車５４４は、文字板１０４に一番近い方の側に配置される。第二プログラム
歯車５４６は、第一プログラム歯車５４４の次に文字板１０４に近い方の側に配置される
。すなわち、地板１０２に一番近い方の側から文字板１０４に向かって、プログラム日車
５４２、第三プログラム歯車５４８、第二プログラム歯車５４６、第一プログラム歯車５
４４の順に積層構造で配置される。或いは、プログラム日車５４２、第三プログラム歯車
５４８、第二プログラム歯車５４６、第一プログラム歯車５４４を積層する順序は、前述
した順序とことなるように構成してもよい。
【００２８】
　図１に図示したプログラム車５４０おいて、黒く塗りつぶした台形の部分は、第二プロ
グラム歯車５４６および第三プログラム歯車５４８の両方に歯部が存在する箇所を示し、
黒く塗りつぶしていない台形の部分は、第一プログラム歯車５４４、及び/又は、第二プ
ログラム歯車５４６に歯部が存在する箇所を示している。
【００２９】
　図１および図３を参照すると、第一日車５１２が第二地板１０８に回転可能に組み込ま
れる。第一日車ジャンパ５１４は第二地板１０８に組み込まれる。第一日車５１２の回転
方向の位置を規正するための第一日車ジャンパ５１４は、ばね部と、ばね部の先端に設け
られた規正部とを含む。第一日車ジャンパ５１４の規正部は第一日車５１２の歯部５１６
のうちの２個を規正するように構成される。
【００３０】
　第二日車５２２が第一日車５１２に回転可能に組み込まれる。第二日車５２２の回転方
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向の位置を規正するための第二日車ジャンパ５２４は第二地板１０８に組み込まれる。第
二日車ジャンパ５２４は、ばね部と、ばね部の先端に設けられた規正部とを含む。第二日
車ジャンパ５２４の規正部は第二日車５２２の歯部５２６のうちの２個を規正するように
構成される。第一日車ジャンパ５１４と、第二日車ジャンパ５２４は、第一第二日車ジャ
ンパ５１８の一部として構成することができる。或いは、第一日車ジャンパ５１４と、第
二日車ジャンパ５２４は、別個の部品として構成してもよい。
【００３１】
　第三日車５３２が第二地板１０８に回転可能に組み込まれる。第三日車５３２の回転方
向の位置を規正するための第三日車ジャンパ５３３は第二地板１０８に組み込まれる。第
三日車ジャンパ５３３は、ばね部と、ばね部の先端に設けられた規正部とを含む。第三日
車ジャンパ５３３の規正部は第三日車５３２の歯部５３５のうちの２個を規正するように
構成される。
【００３２】
　図１を参照すると、第一日車５１２の回転中心、および、第二日車５２２の回転中心は
、文字板の「１時方向」と「２時方向」との間に配置されるのが好ましい。第一日車５１
２の回転中心と、第二日車５２２の回転中心は、同じ位置に配置されるのが好ましい。第
一日車５１２の回転中心と第三日車５３２の回転中心とを結ぶ直線は、巻真３１０の中心
軸線と平行になるように構成されるのがよい。この構成により、カレンダ表示が大きくて
見やすいカレンダ機構付き時計を実現することができる。
【００３３】
　第一日車５１２の外周部、および、第二日車５２２の外周部は、第三日車５３２の外周
部と互いに近接して位置決めされるのがよい。第一日車５１２と第三日車５３２は、外周
部が互いに近接して位置決めされ、第一日車５１２に設けられた第一日文字のうちの１つ
と、第三日車５３２に設けられた第三日文字のうちの１つとによって、日に関する情報を
表示することができるように構成される。また、第二日車５２２と第三日車５３２とは、
外周部が互いに近接して位置決めされ、第一日車５１２に設けられた第一日文字のうちの
１つと、第三日車５３２に設けられた第三日文字のうちの１つとによって、日に関する情
報を表示することができる。
【００３４】
　図９を参照すると、プログラム日車５４２は、等しい角度間隔となるように形成された
３１個のプログラム日車歯部５４２ｂを有する。プログラム日車歯部５４２ｂの角度間隔
は、３６０／３１度である。時刻表示車を構成する筒車３５４、分車３２４の回転中心軸
線は、プログラム車５４０の回転中心軸線と一致するように構成する。このように構成す
ると、プログラム日車５４２がムーブメント１００の中心に位置し、プログラム日車５４
２の外径寸法を大きくすることができるので、カレンダ修正機構を或る程度自由に配置す
ることができる。この構成では、カレンダ修正機構を構成する歯車のモジュールを大きく
することができる。したがって、本発明のカレンダ機構付き時計は、カレンダ修正機構の
設計の自由度が大きい。
【００３５】
　図１０を参照すると、第一プログラム歯車５４４は、等しい形状に形成された１８個の
第一プログラム歯車歯部５４４ｂを有する。第一プログラム歯車歯部５４４ｂの角度間隔
は、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１
度、５＊３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／
３１度、３６０／３１度、５＊３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６
０／３１度、２＊３６０／３１度、３６０／３１度、５＊３６０／３１度である。
【００３６】
　図１１を参照すると、第二プログラム歯車５４６は、等しい形状に形成された１８個の
第二プログラム歯車歯部５４６ｂを有する。第二プログラム歯車歯部５４６ｂの角度間隔
は、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１
度、５＊３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／
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３１度、３６０／３１度、５＊３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６
０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、３６０／３１度、５＊３６０／３１度で
ある。
【００３７】
　図９を参照すると、第三プログラム歯車５４８は、等しい形状に形成された４個の第三
プログラム歯車歯部５４８ｂを有する。第三プログラム歯車歯部５４８ｂの角度間隔は、
１０＊３６０／３１度、９＊３６０／３１度、２＊３６０／３１度、１０＊３６０／３１
度である。
 また、第三プログラム歯車６４８は、図２８で示すように、等しい形状に形成された6個
の第三プログラム歯車歯部６４８ｂを有するよう構成されてもよい。本実施例では第三プ
ログラム歯車歯部６４８ｂの角度間隔は、９＊３６０／３１度、１＊３６０／３１度、８
＊３６０／３１度、１＊３６０／３１度、２＊３６０／３１度、９＊３６０／３１度、１
＊３６０／３１度としてあるが、Ａ＊３６０／３１度、Ｂ＊３６０／３１度（Ａ+Ｂ＝10
）、Ｃ＊３６０／３１度、Ｄ＊３６０／３１度（Ｃ+Ｄ＝9）、２＊３６０／３１度、Ｅ＊
３６０／３１度、Ｆ＊３６０／３１度（Ｅ+Ｆ＝10）としてもよい。
　この構成により、カレンダ表示が大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を実現するこ
とができる。
【００３８】
　図７（ａ）を参照すると、第一日車５１２は、第一日板５１２ｄと、等しい角度間隔と
なるように形成された６個の第一日車歯部５１６を有する。第一日文字表示面５１２ｆが
、第一日板５１２ｄの上面に設けられる。５個の数字からなる第一日文字５１２ｈが第一
日文字表示面５１２ｆに設けられる。第一日文字５１２ｈは、「０」、「１」、「２」、
「３」、「４」の順序で円周方向に数字を含む。すなわち、第一日文字５１２ｈは、日付
のうちの一の位の一部、すなわち、「０」、「１」、「２」、「３」、「４」を表示する
ために設けられる。第一日文字５１２ｈを構成する５個の数字は、等しい角度間隔、すな
わち（３６０／６）度の間隔で第一日文字表示面５１２ｆに配置される。切り欠き部５１
２ｋが、第一日文字５１２ｈの「０」と、第一日文字５１２ｈの「４」との間に設けられ
る。切り欠き部５１２ｋは、第一日文字５１２ｈの１つの文字を設ける範囲に対応するよ
うに、（３６０／６）度の角度の範囲の中に形成される。
【００３９】
　図７（ｂ）を参照すると、第二日車５２２は、第二日板５２２ｄと、等しい角度間隔と
なるように形成された６個の第二日車歯部５２６を有する。第二日文字表示面５２２ｆが
、第二日板５２２ｄの上面に設けられる。５個の数字からなる第二日文字５２２ｈと、１
個の「無地の部分」５２２ｇが第二日文字表示面５２２ｆに設けられる。第二日文字５２
２ｈは、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」の順序で円周方向に配置される。すな
わち、第二日文字５２２ｈは、日付のうちの一の位の他の一部、すなわち、「５」、「６
」、「７」、「８」、「９」を表示するために設けられる。「無地の部分」５２２ｇは、
第二日文字５２２ｈの「５」と、第二日文字５２２ｈの「９」との間に配置される。第二
日文字５２２ｈを構成する５個の数字は、等しい角度間隔、すなわち（３６０／６）度の
間隔で第二日文字表示面５２２ｆに配置される。「無地の部分」５２２ｇは、第二日文字
５２２ｈの１つの文字を設ける範囲に対応するように、（３６０／６）度の角度の範囲の
中に形成される。
第一日文字表示面５１２ｆに設けられる第一日文字５１２ｈは、連続する「０」、から「
９」の数字のどこから始まってもよい。たとえば、「８」、「９」、「０」、「１」、「
２」の５個の数字でもよい。そのときは第二日板５２２ｄの上面に設けられる第二日文字
５２２ｈは、連続する「０」、から「９」の数字のうち第一日文字表示面５１２ｆに記載
された以外の数字「３」、「４」、「５」、「６」、「７」の順序で円周方向に配置され
てもよい。
　また　第一日文字表示面５１２ｆに設けられる第一日文字５１２ｈは、１つの数字、も
しくは、連続する「０」、から「９」の数字の2つ以上8つ以下の数字でもよい。そのとき
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は第二日板５２２ｄの上面に設けられる第二日文字５２２ｈは、連続する「０」、から「
９」の数字のうち第一日文字表示面５１２ｆに記載された数字以外の連続する2つ以上8つ
以下の数字が配置されてもよい。このように構成されることにより日車の日を示す数字の
大きさを従来よりも大きくすることができる。したがって、本発明により、カレンダ表示
が大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を実現することができる。

【００４０】
　図８を参照すると、第三日車５３２は、第三日板５３２ｄと、等しい角度間隔となるよ
うに形成された４個の第三日車歯部を有する。第三日文字表示面５３２ｆが、第三日板５
３２ｄの上面に設けられる。４個の数字からなる第三日文字５３２ｈが第三日文字表示面
５３２ｆに設けられる。第三日文字５３２ｈは、「０」、「１」、「２」、「３」の順序
で円周方向に数字を含む。すなわち、第三日車５３２は、日付のうちの十の位、すなわち
、「０」、「１」、「２」、「３」を表示するために設けられる。第三日文字５３２ｈを
構成する４個の数字は、等しい角度間隔、すなわち（３６０／４）度の間隔で第三日文字
表示面５３２ｆに配置される。
 また第三日車６３２は、図２８で示すように、第三日板６３２ｄと、等しい角度間隔と
なるように形成された6個の第三日車歯部を有するよう構成されてもよい。第三日文字表
示面６３２ｆが、第三日板６３２ｄの上面に設けられる。６個の数字からなる第三日文字
６３２ｈが第三日文字表示面６３２ｆに設けられる。第三日文字６３２ｈは、「０」、「
０」、「１」、「１」、「２」、「３」の順序で円周方向に数字を含む。すなわち、第三
日車６３２は、日付のうちの十の位、すなわち、「０」、「１」、「２」、「３」を表示
するために設けられる。第三日文字６３２ｈを構成する６個の数字は、等しい角度間隔、
すなわち（３６０／６）度の間隔で第三日文字表示面６３２ｆに配置されてもよい。
また、「０」、「０」、「０」、「１」、「２」、「３」や「０」、「１」、「１」、「
１」、「２」、「３」にように「０」、「１」、「２」、「３」と「０」、「１」、「２
」、「３」から同じ数字を又は異なる数字を２つ加えて６個の数字とすることもできる。
　この構成により、第一日文字５１２ｈの個々の文字の大きさと、第二日文字５２２ｈの
個々の文字の大きさと、第三日文字５３２ｈの個々の文字の大きさとは等しい寸法に形成
されるため、大きくて見やすいカレンダ機構を実現することができる。
【００４１】
　それぞれの日板は黄銅、アルミニウムなどの金属や、ポリアセタールなどのプラスチッ
クによって形成することができる。それぞれの日文字は印刷などによって形成することが
できる。第一日車５１２の外径は、第二日車５２２の外径と等しい寸法に形成されるのが
よい。さらに、第一日車５１２の外径と、第二日車５２２の外径と、第三日車５３２の外
径は、等しい寸法に形成されるのが一層好ましい。第一日文字５１２ｈの個々の文字の大
きさと、第二日文字５２２ｈの個々の文字の大きさと、第三日文字５３２ｈの個々の文字
の大きさとは等しい寸法に形成されるのがよい。この構成により、大きくて見やすいカレ
ンダ機構を実現することができる。
【００４２】
　図１３を参照すると、この図１３は、本発明のカレンダ機構付き時計において、文字板
１０４の１２時方向の位置に日窓を設け、この日窓から第二日車５２２が「９」を表示し
、第三日車５３２が「２」を表示して、日付が「２９日」であることを表示している状態
を示す。
【００４３】
　図１４に示す状態では、第一日文字５１２ｈの「０」が文字板１０４に設けられた日窓
１０４ｆに配置されているが、第一日車５１２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、
第一日文字５１２ｈのうちの「１」が日窓１０４ｆに配置されるように構成される。以下
同様にして、第一日車５１２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、「２」、「３」、
「４」の順序で、第一日文字５１２ｈのうちの１つが日窓１０４fに配置され、次に、切
り欠き部５１２ｋが日窓１０４ｆに配置されるように構成される。さらに、第一日車５１
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２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、再び第一日文字５１２ｈの「０」が文字板１
０４に設けられた日窓１０４ｆに配置されるように構成される。この構成により、カレン
ダ表示が大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を実現することができる。
【００４４】
　図１４に示す状態では、第一日車５１２が文字板側にあるので、第二日文字５２２ｈは
日窓１０４ｆから見えないようになっている。切り欠き部５１２ｋが日窓１０４ｆに配置
された状態で第二日車５２２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、「５」、「６」、
「７」、「８」、「９」の順序で、第二日文字５２２ｈのうちの１つが日窓１０４ｆに配
置され、次に、「無地の部分」５２２ｇが日窓１０４ｆに配置されるように構成される。
この構成により、カレンダ表示が大きくて見やすいカレンダ機構付き時計を実現すること
ができる。
【００４５】
　図１４に示す状態では、第三日文字５３２ｈのうちの「３」が日窓１０４ｆに配置され
ているが、第三日車５３２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、第三日文字５３２ｈ
のうちの「３」次に配置された「０」が日窓１０４ｆに配置されるように構成される。以
下同様にして、第三日車５３２が矢印で示す方向に１ピッチ回転すると、「１」、「２」
、「３」、「０」の順序で、第三日文字５３２ｈのうちの１つが日窓１０４ｆに配置され
るように構成される。或いは、第三日車５３２において、「０」の数字を設ける代わりに
、その位置を「白紙」の部分（すなわち、何の数字も設けられていない無地の部分）とす
る構成も可能である。この構成により、カレンダ表示が大きくて見やすいカレンダ機構付
き時計を実現することができる。
【００４６】
　図１４に示す状態は、ムーブメント１００において、第三日文字５３２ｈのうちの「３
」が日窓１０４ｆの左側の部分に配置され、かつ、第一日文字５１２ｈのうちの「０」が
日窓１０４ｆの左側の部分に配置される状態である。第三日文字表示面５３２ｆは、第一
日文字表示面５１２ｆよりも文字板１０４に近い位置に配置され、かつ、第二日文字表示
面５２２ｆよりも文字板１０４から遠い位置に配置されるのが好ましい（図３参照）。こ
の構成により、第三日文字表示面５３２ｆと第一日文字表示面５１２ｆの段差と、第三日
文字表示面５３２ｆと第二日文字表示面５２２ｆの段差の両方を最小にすることができる
。
【００４７】
　図２３を参照すると、本発明のカレンダ機構付き時計のコンプリート５００では、文字
板１０４の１２時位置に日窓１０４ｆが形成されている。コンプリート５００において、
文字板１０４の日窓１０４ｆの中の左側の部分には、第三日車５３２の第三日文字５３２
ｈのうちの「３」が配置され、日窓１０４ｆの中の右側の部分には、第一日車５１２の第
一日文字５１２ｈのうちの「０」が配置される。したがって、図２３はコンプリート５０
０が第三日車５３２の第三日文字５３２ｈと第一日車５１２の第一日文字５１２ｈとによ
って、「３０日」を表示している状態である。
【００４８】
　図１～図４および図１３を参照すると、筒車３５４が回転することにより、第一日回し
中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転して、日回
しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分だけ回転
させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４４は第一
日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆに配置される第一日
車５１２の第一日文字表示面５１２ｆの部分を切り欠き部５１２ｋから日文字「０」に変
えることができる。第一日車５１２の１歯分の回転は、第一日車ジャンパ５１４によって
規正される。第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第二
プログラム歯車５４６は第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、第二
日車５２２の日窓１０４ｆの下に配置される日文字を「９」から「無地の部分」５２２ｇ
に変えることができる。第二日車５２２の１歯分の回転は、第二日車ジャンパ５２４によ
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って規正される。
【００４９】
　さらに、第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第三プ
ログラム歯車５４８は第三日車５３２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、第三日
車５３２の日窓１０４ｆの下に配置される日文字を「２」から「３」に変えることができ
る。第三日車５３２の１歯分の回転は、第三日車ジャンパ５３３によって規正される。図
１４に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３２の第二日文字５
３２ｈによって「３」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈによって「０」を
表示して、第三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆから「３０日」を
表示することができる。上記のような日送りの作動は、時針３５６と分針３５２が１２時
０分を表示するときに完了するように構成するのがよい。
【００５０】
（１・６）カレンダ修正機構の構成：
　図１～図３を参照すると、カレンダ修正機構は、第一カレンダ修正車５９０と、第二カ
レンダ修正車５９１と、カレンダ修正車５９２とを含む。カレンダ修正車５９２は、地板
１０２に設けられた案内穴にそって揺動できるように構成される。巻真３１０を０段目か
ら１段目に引き出すと、おしどり３７０の回転に基づいて小鉄作動レバー３７４が回転し
て、小鉄車３７６の歯車部は第一カレンダ修正車５９０の歯車部と噛み合うことができる
ように構成される。また、巻真３１０を０段目から１段目に引き出すと、おしどり３７０
の回転に基づいて、かんぬき３７１が回転して、つづみ車３１１の内側歯部は小鉄車３７
６の歯車部と噛み合うことができるように構成される。
【００５１】
　巻真３１０を１段目に引き出した状態で、巻真３１０を第１の方向に回転させると、つ
づみ車３１１が回転して、小鉄車３７６、第一カレンダ修正車５９０の回転によって第二
カレンダ修正車５９１が回転し、第二カレンダ修正車５９１の回転によってカレンダ修正
車５９２は反時計回り方向に揺動して、カレンダ修正車５９２の歯車部がプログラム日車
５４２の歯部と噛み合う位置まで回転して停止し、そのカレンダ修正位置でカレンダ修正
車５９２は回転するように構成される。カレンダ修正車５９２が前記カレンダ修正位置で
回転すると、カレンダ修正車５９２はプログラム車５４０を時計回り方向に回転させるこ
とができるように構成される。
【００５２】
　巻真３１０を１段目に引き出した状態で、巻真３１０を第１の方向と逆の第２の方向に
回転させると、つづみ車３１１が回転して、小鉄車３７６、第一カレンダ修正車５９０の
回転によって第二カレンダ修正車５９１が回転し、第二カレンダ修正車５９１の回転によ
ってカレンダ修正車５９２は時計回り方向に揺動して、カレンダ修正車５９２の歯車部は
プログラム日車５４２の歯部と噛み合わない位置まで回転して、空転位置で停止するよう
に構成される。カレンダ修正車５９２が前記空転位置で回転しても、プログラム車５４０
を回転させることができないように構成される。
【００５３】
　巻真３１０を１段目に引き出した状態で、巻真３１０を第１の方向に回転させると、つ
づみ車３１１、小鉄車３７６、第一カレンダ修正車５９０、第二カレンダ修正車５９１の
回転を介してカレンダ修正車５９２が回転することによってプログラム車５４０が時計回
り方向に１歯分だけ回転して、第一プログラム歯車５４４は、その歯部によって第一日車
５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させることができ、第二プログラム歯車５４６
は、その歯部によって第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させることがで
き、第三プログラム歯車５４８は、その歯部によって第三日車５３２を反時計回り方向に
１歯分だけ回転させることができるように構成される。
【００５４】
　本発明のカレンダ機構付き時計は、毎月「１日」から「３１日」までを表示する構成で
あるので、月末の日修正を行うのは、２月末、４月末、６月末、９月末、１１月末だけで
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ある。したがって、本発明のカレンダ機構付き時計は、月末の日修正を行う頻度は、１年
間に５回にすることができる。
【００５５】
（１・７）通常運針の作用：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計の通常運針の作動について説明する。図３～図６
および図１２を参照すると、香箱車３２０に組み込まれたぜんまい（図示せず）は時計の
動力源を構成する。ぜんまいが巻き戻される（解放される）ことにより、香箱車３２０の
香箱歯車３２０ｄは１つの方向に回転し、表輪列及び裏輪列の回転を介して、指針（時針
、分針、秒針など）により時刻情報を表示する。ぜんまいの動力により回転する香箱歯車
３２０ｄの回転は、調速装置及び脱進装置によって制御される。調速装置はてんぷ３４０
を含む。脱進装置はアンクル３４２及びがんぎ車３３０を含む。香箱歯車３２０ｄの回転
により、二番車３２５が回転する。二番車３２５の回転により、三番車３２６が回転する
。三番車３２６の回転により、四番車３２８が１分間に１回転する。
【００５６】
　四番車３２８の回転速度は、がんぎ車３３０により制御される。がんぎ車３３０の回転
速度は、アンクル３４２により制御される。アンクル３４２の揺動運動は、てんぷ３４０
により制御される。三番車３２６の回転により、分車３２４が１時間に１回転する。分車
３２４に取付けられた分針３５２が「分」を表示する。四番車３２８に取付けられた秒針
３５８が「秒」を表示する。四番車３２８の回転中心と分車３２４の回転中心とは同じ位
置にあるように構成される。分車３２４の回転により、日の裏車３４８が回転する。日の
裏車３４８の回転により、筒車３５４は１２時間に１回転するように構成される。筒車３
５４に取付けられた時針３５６が「時」を表示する。
【００５７】
（１・８）巻上げの作動：
　以下に、本発明のカレンダ機構付き時計において、手巻機構の作用を説明する。図２、
図５および図６を参照すると、角穴車３１６は香箱車３２０の香箱真と一体になって回転
するように支持される。角穴車３１６は香箱車３２０の回転する方向と同一の方向にのみ
回転することができる。角穴車の回転規正部材を構成するこはぜ３１８が、角穴車３１６
の回転を１つの方向のみに規正するために香箱受３６０に設けられる。こはぜ３１８によ
り、角穴車３１６が香箱車３２０の回転する方向と反対の方向に回転するのを阻止するこ
とができる。巻真３１０が０段目にある状態で、つづみ車３１１を１つの方向の回転させ
ると、きち車３１２が回転し、きち車３１２の回転により、丸穴車３１３、丸穴伝え車３
１４、揺動丸穴車３１５の回転を介して、角穴車３１６が時計回り方向に回転する。角穴
車３１６が回転することにより、ぜんまいを巻くことができる。
【００５８】
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計において、自動巻機構の作用を説明する。図３～
図６を参照すると、自動巻機構は回転錘２１０と、回転錘２１０の回転に基づいて一番仲
介車２１２が回転する。一番仲介車２１２の回転に基づいて二番仲介車２１６が回転する
。切換伝え車２２０の切換伝えかなは、一番仲介車２１２および二番仲介車２１６の回転
に基づいて１つの方向だけに回転する。切換伝えかなの回転に基づいて、一番伝え車２５
０、二番伝え車２５２、三番伝え車２５４の回転を介して角穴車３１６を一方向にのみ回
転させることができる。角穴車３１６が回転することにより、香箱車３２０内のぜんまい
を一方向にのみ巻き上げることができる。
【００５９】
（１・９）針合わせの作動：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計において、針合わせを行う場合の作用について説
明する。図２に示す状態から巻真３１０を２段目に引き出すと、巻真３１０の回転に基づ
いて、つづみ車３１１は回転する。すなわち、巻真３１０を２段目に引き出した状態で、
巻真３１０を回転させると、つづみ車３１１の回転に基づいて小鉄車３７６が回転する。
小鉄車３７６の回転に基づいて、日の裏車３４８が回転する。従って、巻真３１０が２段
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目にあるときに、巻真３１０を回転させることにより、「針合わせ」をすることができる
。すなわち、巻真３１０が２段目にあるときに、巻真３１０を回転させることにより、筒
車３５４を回転させて、筒車３５４に取付けられた時針３５６が表示する「時」の表示内
容を修正し、同時に、分車３２４を回転させることにより、分車３２４に取付けられた分
針３５２が表示する「分」の表示内容を修正することができる。
【００６０】
（１・１０）カレンダ送りの作動：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計のカレンダ送りの作用について説明する。図１３
を参照すると、図１３に示す状態は、文字板１０４の１２時方向の位置に日窓を設け、こ
の日窓から第二日車５２２が「９」を表示し、第三日車５３２が「２」を表示して、日付
が「２９日」であることを表示している状態である。したがって、図１３に示す状態は、
コンプリート５００において、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈと第二日車５２２の
第二日文字５２２ｈとによって、「２９日」を表示している状態である。
【００６１】
　図１～図４および図１３を参照すると、筒車３５４が回転することにより、第一日回し
中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転して、日回
しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分だけ回転
させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４４は第一
日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆに配置される第一日
車５１２の第一日文字表示面５１２ｆの部分を切り欠き部５１２ｋから日文字「０」に変
える。第一日車５１２の１歯分の回転は、第一日車ジャンパ５１４によって規正される。
第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第二プログラム歯
車５４６は第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下
に配置される第二日車５２２の日文字を「９」から「無地の部分」５２２ｇに変える。第
二日車５２２の１歯分の回転は、第二日車ジャンパ５２４によって規正される。
【００６２】
　さらに、第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第三プ
ログラム歯車５４８は第三日車５３２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１
０４ｆの下に配置される第三日車５３２の日文字を「２」から「３」に変える。第三日車
５３２の１歯分の回転は、第三日車ジャンパ５３３によって規正される。図１４に示すよ
うに、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈによっ
て「３」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈによって「０」を表示して、第
三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆから「３０日」を表示すること
ができる。上記のような日送りの作動は、時針３５６と分針３５２が１２時０分を表示す
るときに完了する。
【００６３】
　図１～図４および図１４を参照すると、さらに、筒車３５４が回転することにより、第
一日回し中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転し
て、日回しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分
だけ回転させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４
４は第一日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆに配置され
る第一日車５１２の日文字「０」を「１」に変える。第一日車５１２の１歯分の回転は、
第一日車ジャンパ５１４によって規正される。
【００６４】
　第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第二プログラム
歯車５４６は第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの
下に配置される第二日車５２２の「無地の部分」５２２ｇを日文字「５」に変える。第二
日車５２２の１歯分の回転は、第二日車ジャンパ５２４によって規正される。第一プログ
ラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるとき、第三プログラム歯車５４８は第三日
車５３２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第三日車５３２の日文
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字は「３」のままである。第三日車５３２の回転は、第三日車ジャンパ５３３によって規
正される。図１５に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３２の
第三日文字５３２ｈによって「３」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈによ
って「１」を表示して、第三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆから
「３１日」を表示することができる。
【００６５】
　図１～図４および図１５を参照すると、さらに、筒車３５４が回転することにより、第
一日回し中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転し
て、日回しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分
だけ回転させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４
４は第一日車５１２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第一日車５
１２の日文字は「１」のままである。第一日車５１２の回転は、第一日車ジャンパ５１４
によって規正される。プログラム車５４０が回転することによって、第二プログラム歯車
５４６は第二日車５２２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第二日
車５２２の日文字は「５」のままである。
【００６６】
　第二日車５２２の回転は、第二日車ジャンパ５２４によって規正される。プログラム車
５４０が回転することによって、第三プログラム歯車５４８は第三日車５３２を反時計回
り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置される第三日車５３２の日文字
を「３」から「０」に変える。第三日車５３２の回転は、第三日車ジャンパ５３３によっ
て規正される。図１６に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３
２の第三日文字５３２ｈによって「０」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈ
によって「１」を表示して、第三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆ
から「０１日」（すなわち、「１日」）を表示することができる。
【００６７】
　図１～図４および図１６を参照すると、さらに、筒車３５４が回転することにより、第
一日回し中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転し
て、日回しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分
だけ回転させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４
４は第一日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置
される第一日車５１２の日文字を「１」から「２」に変える。このとき、第二プログラム
歯車５４６は第二日車５２２を回転させることはなく、日窓１０４ｆに配置される第二日
車５２２の日文字は「５」のままであり、第三プログラム歯車５４８は第三日車５３２を
回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第二日車５２２の日文字は「０」
のままである。
【００６８】
　同様に、プログラム車５４０が回転することによって、日窓１０４ｆの下に配置される
第一日車５１２の日文字を「２」から「３」に変える。さらに、プログラム車５４０が回
転することによって、日窓１０４ｆの下に配置される第一日車５１２の日文字を「３」か
ら「４」に変える。図１７に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日車
５３２の第三日文字５３２ｈによって「０」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１
２ｈによって「４」を表示して、第三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０
４ｆから「０４日」（すなわち、「４日」）を表示することができる。
【００６９】
　図１～図４および図１７を参照すると、筒車３５４が回転することにより、第一日回し
中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転して、日回
しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分だけ回転
させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４４は第一
日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置される第
一日車５１２の部分を日文字「０」から切り欠き部５１２ｋに変える。第一日車５１２の
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１歯分の回転は、第一日車ジャンパ５１４によって規正される。このとき、第二プログラ
ム歯車５４６は第二日車５２２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される
第二日車５２２の日文字は「５」のままであり、第三プログラム歯車５４８は第三日車５
３２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第二日車５２２の日文字は
「０」のままである。図１８に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日
車５３２の第三日文字５３２ｈによって「０」を表示し、第二日車５２２の第二日文字５
２２ｈによって「５」を表示して、第三日車５３２および第二日車５２２によって日窓１
０４ｆから「０５日」（すなわち、「５日」）を表示することができる。
【００７０】
　図１～図４および図１８を参照すると、筒車３５４が回転することにより、第一日回し
中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転して、日回
しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分だけ回転
させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４４は第一
日車５１２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置される第一日車５１２の部
分は切り欠き部５１２ｋのままである。第一日車５１２の回転は、第一日車ジャンパ５１
４によって規正される。プログラム車５４０が回転することによって、第二プログラム歯
車５４６は第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下
に配置される第二日車５２２の日文字を「５」から「６」に変える。このとき、第三プロ
グラム歯車５４８は第三日車５３２を回転させることはなく、日窓１０４ｆの下に配置さ
れる第二日車５２２の日文字は「０」のままである。
【００７１】
　図１９に示すように、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３２の第三日文
字５３２ｈによって「０」を表示し、第二日車５２２の第二日文字５２２ｈによって「６
」を表示して、第三日車５３２および第二日車５２２によって日窓１０４ｆから「０６日
」（すなわち、「６日」）を表示することができる。同様に、プログラム車５４０が回転
することによって、日窓１０４ｆの下に配置される第二日車５２２の日文字を「６」から
「７」に変える。さらに、プログラム車５４０が回転することによって、日窓１０４ｆの
下に配置される第二日車５２２の日文字を「７」から「８」に変える。さらに、プログラ
ム車５４０が回転することによって、日窓１０４ｆの下に配置される第二日車５２２の日
文字を「８」から「９」に変える。図２０に示すように、上記のような日送りの作動によ
って、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈによって「０」を表示し、第二日車５２２の
第二日文字５２２ｈによって「９」を表示して、第三日車５３２および第二日車５２２に
よって日窓１０４ｆから「０９日」（すなわち、「９日」）を表示することができる。
【００７２】
　図１～図４および図２０を参照すると、さらに、筒車３５４が回転することにより、第
一日回し中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転し
て、日回しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分
だけ回転させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４
４は第一日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆに配置され
る第一日車５１２の部分を切り欠き部５１２ｋから日文字「０」に変える。第一日車５１
２の１歯分の回転は、第一日車ジャンパ５１４によって規正される。
【００７３】
　第一プログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第二プログラム
歯車５４６は第二日車５２２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの
下に配置される第二日車５２２の日文字「９」を「無地の部分」５２２ｇに変える。第二
日車５２２の１歯分の回転は、第二日車ジャンパ５２４によって規正される。第一プログ
ラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第二プログラム歯車５４６は
第三日車５３２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置され
る第三日車５３２の日文字を「０」から「１」に変える。第三日車５３２の回転は、第三
日車ジャンパ５３３によって規正される。図２１に示すように、上記のような日送りの作
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動によって、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈによって「１」を表示し、第一日車５
１２の第一日文字５１２ｈによって「０」を表示して、第三日車５３２および第一日車５
１２によって日窓１０４ｆから「１０日」を表示することができる。
【００７４】
　図１～図４および図２１を参照すると、さらに、筒車３５４が回転することにより、第
一日回し中間車５３０、第二日回し中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転し
て、日回しつめ５１１は、１日に１回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分
だけ回転させる。プログラム車５４０が回転することによって、第一プログラム歯車５４
４は第一日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置
される第一日車５１２の日文字「０」を「１」に変える。第一日車５１２の１歯分の回転
は、第一日車ジャンパ５１４によって規正される。第一プログラム歯車５４４が第一日車
５１２を回転させるのと同時に、第二プログラム歯車５４６は第二日車５２２を反時計回
り方向に１歯分だけ回転させて、日窓１０４ｆの下に配置される第二日車５２２の部分を
「無地の部分」５２２ｇから日文字「５」に変える。第二日車５２２の１歯分の回転は、
第二日車ジャンパ５２４によって規正される。
【００７５】
　このとき、第三プログラム歯車５４８は第三日車５３２を回転させることはなく、日窓
１０４ｆの下に配置される第三日車５３２の日文字は「１」のままである。図２２に示す
ように、上記のような日送りの作動によって、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈによ
って「１」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈによって「１」を表示して、
第三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆから「１１日」を表示するこ
とができる。
【００７６】
　本発明のカレンダ機構付き時計は、上述したような作動を毎日１回行うことができ、第
一日車５１２によって日付のうちの一の位の一部（すなわち、「０」、「１」、「２」、
「３」、「４」）を表示し、第二日車５２２によって日付のうちの一の位の他の一部（す
なわち、「５」、「６」、「７」、「８」、「９」）を表示し、第三日車５３２によって
日付のうちの十の位（すなわち、「０」、「１」、「２」、「３」）を表示することがで
きるので、日窓１０４ｆから大きい文字で「０１日」から「３１日」を表示することがで
きる。
【００７７】
（１・１１）日修正の作動：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計において、日修正を行う場合の作動について説明
する。図１～図３を参照すると、巻真３１０を１段目に引き出した状態で、巻真３１０を
第１の方向に回転させると、つづみ車３１１が回転して、小鉄車３７６、第一カレンダ修
正車５９０の回転によって第二カレンダ修正車５９１が回転し、第二カレンダ修正車５９
１の回転によってカレンダ修正車５９２は反時計回り方向に揺動して、カレンダ修正車５
９２の歯車部がプログラム日車５４２の歯部と噛み合う位置まで回転して停止し、そのカ
レンダ修正位置でカレンダ修正車５９２は回転する。カレンダ修正車５９２が前記カレン
ダ修正位置で回転すると、カレンダ修正車５９２が回転することによりプログラム車５４
０を時計回り方向に回転させることができる。
【００７８】
　図１～図３および図１２を参照すると、巻真３１０を１段目に引き出した状態で、巻真
３１０を第１の方向に回転させると、つづみ車３１１、小鉄車３７６、第一カレンダ修正
車５９０、第二カレンダ修正車５９１の回転を介してカレンダ修正車５９２が回転するこ
とによってプログラム車５４０が時計回り方向に１歯分だけ回転し、第一プログラム歯車
５４４が第一日車５１２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、第一日車５１２によ
り日窓１０４ｆから表示される日文字を「９」から「０」に変えることができる。第一プ
ログラム歯車５４４が第一日車５１２を回転させるのと同時に、第三プログラム歯車５４
８は第三日車５３２を反時計回り方向に１歯分だけ回転させて、第三日車５３２により日
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窓１０４ｆから表示される日文字を「２」から「３」に変えることができる。図１４に示
すように、上記のような修正作動を行うと、第三日車５３２の第三日文字５３２ｈによっ
て「３」を表示し、第一日車５１２の第一日文字５１２ｈによって「０」を表示して、第
三日車５３２および第一日車５１２によって日窓１０４ｆから「３０日」を表示すること
ができる。
【００７９】
（２）第２の実施の形態：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施の形態を説明する。以下の説明は、
本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施形態が本発明のカレンダ機構付き時計の第１
の実施形態と異なる点を主に述べる。したがって、以下に記載がない個所は、前述した本
発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態についての説明をここに準用する。本発明
のカレンダ機構付き時計の第２の実施の形態はアナログ電子時計である。
【００８０】
（２・１）ムーブメントの全体構成：

　図２４および図２５を参照すると、本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施の形態
において、ムーブメント４００はアナログ電子時計で構成される。ムーブメント４００は
、ムーブメント４００の基板を構成する地板４０２を含む。文字板４０４がムーブメント
４００に取付けられる。巻真４１０が、地板４０２に回転可能に組み込まれる。つづみ４
７２が巻真４１０の回転軸線と同一の回転軸線を有するように配置される。時計の動力源
を構成する電池４４０が、地板４０２の裏蓋側（表側）に配置される。時計の源振を構成
する水晶ユニット６５０が地板４０２の裏蓋側に配置される。例えば、３２，７６８ヘル
ツで発振する水晶振動子が、水晶ユニット６５０に収容されている。
【００８１】
　水晶振動子の振動に基づいて基準信号を出力する発振部（オシレータ）と、発振部の出
力信号を分周して、ステップモータの動作の制御を行う分周制御部と、分周制御部の出力
信号に基づいてステップモータを駆動するモータ駆動信号を出力するモータ駆動部（ドラ
イバ）とが、集積回路（ＩＣ）６５４に内蔵される。集積回路６５４は、例えば、Ｃ－Ｍ
ＯＳ又はＰＬＡで構成される。集積回路６５４をＣ－ＭＯＳで構成した場合には、発振部
と、分周制御部と、モータ駆動部とは、集積回路６５４に内蔵される。集積回路（ＩＣ）
６５４をＰＬＡで構成した場合には、発振部と、分周制御部と、モータ駆動部とは、ＰＬ
Ａに記憶されているプログラムにより動作するように構成される。
【００８２】
　水晶ユニット６５０と集積回路６５４とは回路基板６１０に固定される。回路基板６１
０と、水晶ユニット６５０と、集積回路６５４とが回路ブロック６１２を構成する。回路
ブロック６１２は、地板４０２の裏蓋側に配置される。さらに、本発明のカレンダ付き時
計では、必要に応じて、抵抗、コンデンサ、コイル、ダイオードなどの外付け素子を用い
ることができる。電池マイナス端子６６０は、電池４４０の陰極と、回路基板６１０のマ
イナスパターンを導通させるために設けられる。電池プラス端子６６２は、電池４４０の
陽極と、回路基板６１０のプラスパターンを導通させるために設けられる。
【００８３】
　磁心に巻いたコイルワイヤを含むコイルブロック６３０と、コイルブロック６３０の磁
心の両端部分と接触するように配置されたステータ６３２と、ステータ６３２のロータ穴
６３２ｃに配置されたロータ磁石６３４ｂを含むロータ６３４とが、地板４０２の裏蓋側
に配置される。コイルブロック６３０と、ステータ６３２と、ロータ６３４とは、ステッ
プモータを構成する。ロータ６３４の回転により、五番車４４１が回転するように構成さ
れる。五番車４４１の回転により、四番車４４２が回転するように構成される。四番車４
４２の回転により、三番車４４４が回転するように構成される。三番車４４４の回転によ
り、二番車４４６が回転するように構成される。二番車４４６の回転により、日の裏車４
４８が回転するように構成される。日の裏車４４８の回転により、筒車４８０が回転する



(22) JP 4745918 B2 2011.8.10

10

20

30

40

50

ように構成される。
【００８４】
　四番車４４２は１分間に１回転するように構成されている。秒針４６０が四番車４４２
に取付けられる。二番車４４６は１時間に１回転するように構成される。分針４６２が二
番車４４６に取付けられる。スリップ機構が二番車４４６に設けられる。スリップ機構に
より、針合わせをするときに、秒針４６０を停止させた状態で、巻真４１０を回転させる
ことにより、分針４６２及び時針４６４を回転させることができる。巻真４１０を２段目
に引き出して針合わせをするときに、五番車４４１の歯車部を規正して秒針４６０の回転
を停止させるために、規正レバー４６８が設けられる。中心パイプ４０２ｃが地板４０２
に固定される。中心パイプ４０２ｃは地板４０２の裏蓋側から地板４０２の文字板側に延
びる。二番車４４６は、中心パイプ４０２ｃの穴部の中に回転可能に支持される。四番車
４４２のそろばん玉は、二番車４４６の穴部の中に回転可能に支持される。
【００８５】
　輪列受４５８が、地板４０２の裏蓋側に配置される。ロータ６３４の上軸部、五番車４
４１の上軸部、四番車４４２の上軸部、三番車４４４の上軸部、日の裏車４４８の上軸部
は、輪列受４５８に回転可能に支持される。ロータ６３４の下軸部、五番車４４１の下軸
部、三番車４４４の下軸部、日の裏車４４８の下軸部は、地板４０２に回転可能に支持さ
れる。筒車４８０は１２時間に１回転するように構成される。時針４６４が筒車４８０に
取付けられる。筒車４８０に取り付けた時針４６４により、１周が１２時間となる「１２
時制」で「時」を表示する。日の裏車４４８の日の裏歯車は、小鉄車４４９と噛み合うよ
うに配置される。小鉄車４４９は、地板４０２と輪列受４５８との間に配置される。日の
裏車４４８の日の裏かな（図示せず）は、地板４０２の文字板側に位置し、筒車４８０の
筒歯車と噛み合うように構成される。筒車４８０の穴部は、中心パイプ４０２ｃの軸部分
の外周部に回転可能に支持される。
【００８６】
（２・２）第２の実施の形態の作動：
　次に、本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施の形態において、通常運針の作動に
ついて説明する。図２４および図２５を参照すると、電池４４０が時計の動力源を構成す
る。水晶ユニット６５０に収容された水晶振動子が、例えば、３２，７６８ヘルツで発振
する。この水晶振動子の振動に基づいて、集積回路６５４に内蔵されている発振部が基準
信号を出力し、分周制御部が発振部の出力信号を分周する。モータ駆動部が分周制御部の
出力信号に基づいて、ステップモータを駆動するモータ駆動信号をコイルブロック６３０
に出力する。コイルブロック６３０がモータ駆動信号を入力すると、ステータ６３２が磁
化して、ロータ６３４を回転させる。ロータ６３４は、例えば、１秒ごとに１８０度回転
する。ロータ６３４の回転に基づいて、五番車４４１の回転を介して四番車４４２が回転
する。四番車４４２は１分間に１回転する。四番車４４２に取付けられた秒針４６０によ
り、時刻情報のうちの「秒」を表示する。三番車４４４が四番車４４２の回転に基づいて
回転する。
【００８７】
　二番車４４６が三番車４４４の回転に基づいて回転する。二番車４４６の代わりに分車
を用いてもよい。二番車４４６は１時間に１回転する。二番車４４６に取付けられた分針
４６２により、時刻情報のうちの「分」を表示する。スリップ機構が二番車４４６に設け
られる。スリップ機構により、針合わせをするときに、規正レバー４６８により五番車４
４２の歯車部を規正して秒針４６０を停止させた状態で、巻真４１０を回転させることに
より、分針４６２及び時針４６４を回転させることができる。日の裏車４４８が二番車４
４６の回転に基づいて回転する。筒車４８０が日の裏車４４８の回転に基づいて回転する
。筒車４８０は１２時間に１回転する。筒車４８０に取付けられた時針４６４により、時
刻情報のうちの「時」を表示する。
【００８８】
　本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施の形態において、カレンダ送りの作用、日
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修正の作用などは、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施の形態の作用と同様であ
る。すなわち、筒車４８０が回転することにより、第一日回し中間車５３０、第二日回し
中間車５３１の回転を介して日回し車５１０が回転して、日回しつめ５１１は、１日に１
回だけ、プログラム車５４０を時計回り方向に１歯分だけ回転させる。プログラム車５４
０が回転することによって、第一プログラム歯車５４４は第一日車５１２を回転させるこ
とができ、第二プログラム歯車５４６は第二日車５２２を回転させることができ、第三プ
ログラム歯車５４８は第三日車５３２を回転させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明により、日車を駆動する駆動機構が簡単であり、駆動機構が占有する面積は小さ
いカレンダ機構付き時計を製造することができる。また、本発明により、コンパクトな構
成で、日付表示の視認性を向上させたカレンダ機構付き時計を製造することができる。す
なわち、本発明により、カレンダ機構付き時計において、大きな日表示を実現することが
できる。また、本発明のカレンダ機構付き時計は、駆動機構の回転負荷が小さい。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、ムーブメントを文字
板側から見たときの３つの日車とプログラム歯車の配置と相互関係を示す概略平面図であ
る。
【図２】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第二地板をはずした
状態のムーブメントを文字板側から見たときの構造を示す概略平面図である。
【図３】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第一日車、第二日車
、プログラム歯車の部分を示す部分断面図である。
【図４】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、プログラム歯車、日
回し車の部分を示す部分断面図である。
【図５】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、ムーブメントを裏蓋
側から見たときの構造を示す概略平面図である。
【図６】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、てんぷ受、輪列受、
自動巻輪列受をはずした状態のムーブメントを裏蓋側から見たときの構造を示す概略平面
図である。
【図７】図７（ａ）は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第一
日車を示す平面図である。　図７（ｂ）は、第二日車を示す平面図である。
【図８】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第三日車を示す平面
図である。
【図９】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第三プログラム歯車
を示す平面図である。
【図１０】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第一プログラム歯
車を示す平面図である。
【図１１】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、第二プログラム歯
車を示す平面図である。
【図１２】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、駆動機構、表輪列
、カレンダ機構などを示すブロック図である。
【図１３】図１３は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「２９
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図１３（ａ）は、第一日車と、第一プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１３（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１３（ｃ）は、第一日車と、第二日
車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図１３（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１４】図１４は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「３０
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図１４（ａ）は、第一日車と、第一プ
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ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１４（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１４（ｃ）は、第一日車と、第二日
車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図１４（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１５】図１５は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「３１
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図１５（ａ）は、第一日車と、第一プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１５（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１５（ｃ）は、第一日車と、第二日
車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図１５（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１６】図１６は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「１日
」を表示している状態を示す部分平面図である。図１６（ａ）は、第一日車と、第一プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１６（ｂ）は、第二日車と、第二プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１６（ｃ）は、第一日車と、第二日車
と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図
１６（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１７】図１７は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「４日
」を表示している状態を示す部分平面図である。図１７（ａ）は、第一日車と、第一プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１７（ｂ）は、第二日車と、第二プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１７（ｃ）は、第一日車と、第二日車
と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図
１７（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１８】図１８は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「５日
」を表示している状態を示す部分平面図である。図１８（ａ）は、第一日車と、第一プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１８（ｂ）は、第二日車と、第二プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１８（ｃ）は、第一日車と、第二日車
と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図
１８（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図１９】図１９は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「６日
」を表示している状態を示す部分平面図である。図１９（ａ）は、第一日車と、第一プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１９（ｂ）は、第二日車と、第二プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図１９（ｃ）は、第一日車と、第二日車
と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図
１９（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図２０】図２０は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「９日
」を表示している状態を示す部分平面図である。図２０（ａ）は、第一日車と、第一プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２０（ｂ）は、第二日車と、第二プロ
グラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２０（ｃ）は、第一日車と、第二日車
と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図
２０（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図２１】図２１は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「１０
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図２１（ａ）は、第一日車と、第一プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２１（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２１（ｃ）は、第一日車と、第二日
車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図２１（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図２２】図２２は、本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、「１１
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図２２（ａ）は、第一日車と、第一プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２２（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２２（ｃ）は、第一日車と、第二日



(25) JP 4745918 B2 2011.8.10

10

20

30

40

車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図２２（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【図２３】本発明のカレンダ機構付き時計の第１の実施形態において、文字板の１２時方
向に日窓を配置した構成で、「３０日」を表示している状態のコンプリートを示す平面図
である。
【図２４】本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施形態において、ムーブメントを裏
蓋側から見たときの構造を示す概略平面図である。
【図２５】本発明のカレンダ機構付き時計の第２の実施形態において、駆動機構、表輪列
、カレンダ機構などを示す部分断面図である。
【図２６】従来の第一タイプのカレンダ機構付き時計において、カレンダ機構の構造を示
すブロック図である。
【図２７】従来の第二タイプのカレンダ機構付き時計において、カレンダ機構の構造を示
すブロック図である。
【図２８】図２８は、本発明のカレンダ機構付き時計の第３の実施形態において、「２９
日」を表示している状態を示す部分平面図である。図２８（ａ）は、第一日車と、第一プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２８（ｂ）は、第二日車と、第二プ
ログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。図２８（ｃ）は、第一日車と、第二日
車と、第一プログラム歯車と、第二プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
図２８（ｄ）は、第三日車と、第三プログラム歯車の部分を示す拡大部分平面図である。
【符号の説明】
【００９１】
　１００　ムーブメント
　１０２　地板
　１０４　文字板
　３５４　筒車
　５１０　日回し車
　５１１　日回しつめ
　５１２　第一日車
　５１４　第一日車ジャンパ
　５２２　第二日車
　５２４　第二日車ジャンパ
　５３０　第一日回し中間車
　５３１　第二日回し中間車
　５３２　第三日車
　５３３　第三日車ジャンパ
　５３４　プログラム日車ジャンパ
　５４０　プログラム歯車
　５４２　プログラム日車
　５４４　第一プログラム歯車
　５４６　第二プログラム歯車
　５４８　第三プログラム歯車
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